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研究成果の概要（和文）：　経済学においては、理論上、各人が欲望を満足させるように行動することを前提と
している。しかし、欲望の存在が前提とされてしまっており、欲望とは一体何かということは不問に付されてい
る。そこで、本研究では、経済学において欲望とは何かを探求することにした。
　その目的を達するためには、過去の思想家・経済学者が欲望をどう捉えたかを把握することが重要である。過
去の思想家における欲望の把握の上に、経済学における欲望の理解が成立しているからである。具体的には、経
済学形成期である18世紀に欲望がどう捉えられたかに関連する論文を敢行し、学会報告を実施した。

研究成果の概要（英文）：Economic theory presupposes that each individual behaves to maximize his or 
her desires. However, it does not question what desires are. Thus, this research is to examine what 
desires are in economics.
     To attain this goal, it is important to grasp how past thinkers and economists grasped desires.
 Their understanding of desires was the foundation of desires in economics. In concrete, desires at 
the beginning of economics in the eighteenth century were researched. As a result, essays have been 
published, and presentations were given.
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１．研究開始当初の背景 
 人間は、欲望を持つことによって行動の
動機を得ている。このことは、近代におい
ては特段の否定の対象とはならない「自明」
の前提であることが多い。ところが、古代
の諸倫理学や中世のキリスト教倫理におい
ては、これは「自明」の前提ではなく、自
己の欲望は否定の対象であった。それは、
一つには、欲望は人間が自己ではコントロ
ールできない衝動によっているのであり、
欲望は自分を見失わせる原因であるとの考
えからであり、もう一つは宗教的価値観か
らであった。欲望は自己と対立していた。
これに対して、初期近代にあっては、アダ
ム・スミスをはじめ、欲望に基づく活動（経
済活動）を人間行動の正当な源泉とみなし
た。 
 では、この「近代」の欲望肯定論への転
換はどのようにして生じたのであろうか。
それを解明することは、経済学が前提とす
る欲望観の解明にもつながる。むろん、こ
こでの古代・中世と近代との対立の構図は
粗暴であり実情ははるかに錯綜している。
したがって、古代・中世の欲望論を一律に
切り捨てるのではなく、錯綜した思想史の
糸を解きほぐし、丹念に解明し、古代・中
世と近代の欲望論の連続性をも考慮する必
要がある。しかし同時に、古代・中世の欲
望論と近代の欲望論にある差異もまた歴然
たるものである。連続性を視野におさめな
がら、同時に古代・中世の欲望論と近代の
欲望論のあいだの断絶をも解明することが
本研究の課題であった。 
 近代への欲望思想の転換点に経済学は位
置する。経済学は、人間の主観的な欲求の
満足という基準を基礎として構築されてい
る。経済学の基礎を築いたアダム・スミス
をはじめ 18 世紀の経済学者も欲望論を自
らの経済学形成の基礎としたが、肝心の欲
望思想そのものについては未解明の点が多
い。その点の解明が、研究開始当初の背景
であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、スミスを中核に据えつつ、経
済学の形成期に当たる 18 世紀の欲望の思
想史を研究することで、知られざる経済学
の基礎仮定の掘り起こしを行うものである。
それにより、「自明」とされがちな欲望につ
いて、その多様な側面の重層的かつ徹底的
な考察を行う。それを、経済学の基礎仮定
についての再検討へとつなげる。 
 
３．研究の方法 
 基本となるのは、諸文献の入手を通じて
研究に必要な文献を手に入れた上で、研究
を遂行することである。なおかつ、各年度
一回ずつ国際的学術研究会に参加し、国際
水準の研究を行う基礎作りを行うとともに、
研究者同士の国際ネットワークの構築をは

かる。また、各年度一回ずつ国際学会にて
報告を行うことで、国際水準の学術的評価
を受けるための基盤を構築する。さらに、
研究成果の英語学術誌への投稿を行う。こ
れにより、具体的に国際的水準の学術研究
を行っているということの明示的な成果と
示すとともに、将来的に、国際的な学術上
のブレイクスルーを行うために必要な条件
の整備を行う。 
 
４．研究成果 
 経済学上の欲望の観念が、狭義の経済理論
に留まらず、広く、社会・世界の理解のあり
方と関連していることが明らかにされた。ま
た、博物誌における自然理解、および戦争の
理解が、いかに経済学者の欲望理解の形成に
寄与したかを明らかにした。 
 第一に、初期近代の欲望論を、アナリティ
カルアプローチを用いて分析することによ
り、これまでには見過ごされてきた、欲望論
を思想家が叙述した際の明言されない問題
意識を析出した。それにより、思想家がそれ
ぞれの欲望論を展開した際の価値選択をも
明らかにできるし、単に思想家の言説を数珠
つなぎにする形の思想史ではない、新たな形
の思想史叙述の提言も行った。 
 第二に、欲望とは何かという、経済学が前
提としながら必ずしも十分な考究の対象に
なってこなかった点に焦点を当てた。経済学
は欲望について特定の見解を仮定している。
ただ、欲望それ自体は何かについては特段の
研究の対象とはせず、欲望の存在を自明のこ
ととしてきた。欲望それ自体に焦点を当てる
ことは、経済学が前提とする仮定の、思わぬ
側面の掘り起こしにつながる。 
 拙研究の意義としては、初期近代の欲望論
の掘り起こしにより、現行の経済学が前提と
する欲望観が「自明」ではなくある「価値選
択」に基づいていたことの解明、および現行
のもの以外の欲望観をベースとした新たな
経済学の構築へ向けての可能性を切り開く
ことである。 
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